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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディーゼルエンジンからの排ガス放出物を処理するための層状ディーゼル酸化触媒複合
体であって、
　ディーゼル酸化触媒材料、キャリア支持体を含み、
　この触媒材料は、パラジウム成分を含み、及び以下の層、
　少なくとも１種の分子篩を含み、且つ実質的にパラジウムを含んでいない炭化水素トラ
ップ層；
　実質的に分子篩を有せず、及び実質的に酸素貯蔵成分を有せず、パラジウム成分が高表
面積の耐火金属酸化物支持体の上に設けられている、パラジウム成分を含むパラジウム含
有層；
を含み、
　触媒材料が、任意に、キャリア支持体の上及びこれらの層の下側に設けられた下側被覆
層を含み；及び
　触媒材料が、更に、少なくとも１種の炭化水素トラップ層及び任意の下側被覆層中に設
けられた酸素貯蔵成分を含む、
ことを特徴とする層状ディーゼル酸化触媒複合体。
【請求項２】
　触媒材料は、パラジウム成分を、５～７５ｇ／ｆｔ3（０．１８～２．６５ｋｇ／ｍ3）
の量で含むことを特徴とする請求項１に記載の層状ディーゼル酸化触媒複合体。
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【請求項３】
　触媒材料が、更に、白金成分を、１０ｇ／ｆｔ3～１５０ｇ／ｆｔ3（０．３５～５．３
０ｋｇ／ｍ3）の範囲で含み、白金成分の２０質量％以下の量が少なくとも１つの分子篩
中に組み込まれ、及び白金成分の少なくとも８０質量％が、パラジウム含有層の、高表面
積の耐火金属酸化物支持体の上に存在することを特徴とする請求項１又は２の何れかに記
載の層状ディーゼル酸化触媒複合体。
【請求項４】
　パラジウム－含有層が、ＰｔとＰｄを、０．１／１～１０／１のＰｔ／Ｐｄ質量割合で
含むことを特徴とする請求項１～３の何れか１項に記載の層状ディーゼル酸化触媒複合体
。
【請求項５】
　酸素貯蔵成分が、ＺｒＯ2、ＣｅＯ2、又は両方を含むことを特徴とする請求項１～４の
何れか１項に記載の層状ディーゼル酸化触媒複合体。
【請求項６】
　酸素貯蔵成分が、Ｙ、Ｌａ、Ｎｄ、Ｓｍ、Ｐｒ、及びこれらの混合物の少なくとも１種
を含むＯＳＣ変性剤を含むことを特徴とする請求項５に記載の層状ディーゼル酸化触媒複
合体。
【請求項７】
　貴金属成分の合計装填量が１５～２２５ｆｔ3（０．５３～７．９５ｋｇ／ｍ3）の範囲
であることを特徴とする請求項１～６の何れか１項に記載の層状ディーゼル酸化触媒複合
体。
【請求項８】
　パラジウム含有層が、キャリア支持体の上に設けられ、及び炭化水素トラップ層がパラ
ジウム含有層の上に設けられていることを特徴とする請求項１～７の何れか１項に記載の
層状ディーゼル酸化触媒複合体。
【請求項９】
　高表面積の耐火金属酸化物を含む下側被覆層を含むことを特徴とする請求項１～８の何
れか１項に記載の層状ディーゼル酸化触媒複合体。
【請求項１０】
　下側被覆層を含み、及び下側被覆層と炭化水素トラップ層の両方が、独立して、酸素貯
蔵成分を含むことを特徴とする請求項１～９の何れか１項に記載の層状ディーゼル酸化触
媒複合体。
【請求項１１】
　キャリア支持体が流通基材であることを特徴とする請求項１～１０の何れか１項に記載
の層状ディーゼル酸化触媒複合体。
【請求項１２】
　パラジウム含有層が下側被覆層の上に設けられ、及び炭化水素トラップ層がパラジウム
含有層の上に設けられ、
　炭化水素トラップ層がベータゼオライト、ガンマアルミナ、及び白金を含み；
　パラジウム－含有層が、更に白金及びガンマアルミナを含み、及びＰｔ／Ｐｄ質量割合
が４／１～１／２の範囲であり；及び
　下側被覆層がガンマアルミナ、及び任意にパラジウムを含むことを特徴とする請求項１
に記載の層状ディーゼル酸化触媒複合体。
【請求項１３】
　排ガス流が、炭化水素、一酸化炭素、及び他の排ガス成分を含み、
　排ガス流を、請求項１～１２の何れか１項に記載の層状ディーゼル酸化触媒複合体と接
触させることを含む、ディーゼルエンジンの排ガス流を処理する方法。
【請求項１４】
　更に、ディーゼル排ガス流を、一回以上、ディーゼル酸化触媒複合体の下流側に設けら
れた煤フィルター、及び触媒化煤フィルター（ＣＳＦ）の上流又は下流に設けられた選択
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性触媒還元（ＳＣＲ）触媒性物品に案内することを含む請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　炭化水素、一酸化炭素、及び他の排ガス成分を含むディーゼルエンジン排ガス流を処理
するためのシステムであって、
　ディーゼルエンジンと排ガスマニホルドを介して流体連結している排ガス導管；
　前記キャリア支持体が、流通基材又は壁流基材である、請求項１～１２の何れか１項に
記載のディーゼル酸化触媒複合体；及び
　複合体と流体的に連結している、以下の：煤フィルター、選択的触媒還元（ＳＣＲ）触
媒物品、及びＮＯx貯蔵及び還元（ＮＳＲ）触媒物品の１つ以上、
を含むシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．§１１９（ｅ）の下に、２００９年１月１６日に提出したＵ
．Ｓ．Ｐｒｏｖｉｓｉｏｎａｌ Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ Ｓｅｒｉａｌ Ｎｏ．６１／１
４５，３６７の利益を主張し、この文献は、これによりここに導入される。
【０００２】
　本願は、ディーゼルエンジンからの排ガス放出物を処理するための層状ディーゼル酸化
触媒複合体、及びディーゼル排ガス流を処理するための方法に関する。より特定的には、
本発明は、少なくとも２層、好ましくは３層の明確な層を含む触媒構造物に関する。少な
くとも１層は、触媒的に活性な貴金属成分、例えば白金族金属（ＰＧＭ）成分、例えば白
金の大半から分離されているＯＳＣ成分を含む。他の層は、（パラジウムから分離された
）ゼオライト等の分子篩を含む。
【背景技術】
【０００３】
　リーンバーン（希薄燃焼）エンジン、例えばディーゼルエンジン及びリーンバーンガソ
リンエンジンの運転は、使用者に卓越した燃料経済を提供し、及び（燃料希薄条件下にお
ける、その高空気／燃料割合のために）ガス相の炭化水素及び一酸化炭素の放出が非常に
低い。ディーゼルエンジンは、ガソリンエンジンに対して、特に、その燃料経済、耐久性
、及び低速で高トルクを発生させる性能で大きな有利性を提供する。
【０００４】
　しかしながら、排ガス（排気）という観点からは、ディーゼルエンジンは、火花点火式
のものと比較して、より厳しい問題を提起する。排ガス問題は、粒子状物質（ＰＭ）、窒
素酸化物（ＮＯx）、未燃焼炭化水素（ＨＣ）、及び一酸化炭素（ＣＯ）に関するもので
ある。ＮＯxは、特に一酸化窒素（ＮＯ）及びに酸化窒素（ＮＯ2）を含む窒素酸化物の種
々の化学的種を記載するのに使用される用語である。
【０００５】
　貴金属、例えば白金族金属（ＰＧＭ）を耐火金属酸化物支持体の上に分散された状態で
含む酸化触媒が、（炭化水素と一酸化炭素のガス状汚染物質の両方を、これらの汚染物質
の酸化を触媒作用させることにより、二酸化炭素と水に変換するために）ディーゼルエン
ジンの排ガス処理に使用されることが公知である。このような触媒は、通常、ディーゼル
酸化触媒（ＤＯＣ）、又はより単純に触媒変換器と呼ばれるユニット（該ユニットは、デ
ィーゼル駆動エンジンからの排ガス流路に配置され、排ガスが大気に放出される前に排ガ
スを処理する）内に含まれている。代表例では、ディーゼル酸化触媒は、セラミック又は
金属製の基材キャリア支持体上に形成され、この上に、１種以上の触媒被覆組成物が沈澱
される。ガス状のＨＣ、ＣＯ及び粒子状物質のＳＯＦフラクションの変換に加え、白金族
金属（該白金族金属は、典型的には、耐火酸化物支持体上に分散されている）を含む酸化
触媒が、一酸窒素（ＮＯ）のＮＯ2への酸化を促進する。
【０００６】
　例えば、特許文献１（ＵＳ５４９１１２０）は、セリア及びバルク第２金属酸化物（こ
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れらは、チタニア、ジルコニア、セリア－ジルコニア、シリカ、アルミナ－シリカ及びア
ルファ－アルミナの１種以上であって良い）を含む酸化触媒を開示している。
【０００７】
　特許文献２（ＵＳ５６２７１２４）は、セリア及びアルミナを含む酸化触媒を開示して
いる。同文献は、それぞれのものは、表面積が少なくとも１０ｍ2／ｇであると開示して
いる。セリアのアルミナに対する質量割合は、１．５：１～１：１．５であると開示され
ている。同文献は更に、任意に白金を含むことが開示されている。アルミナは、活性アル
ミナであることが好ましいと記載されている。特許文献１（ＵＳ５４９１１２０）は、セ
リア及びバルク第２金属酸化物（これらは、チタニア、ジルコニア、セリア－ジルコニア
、シリカ、アルミナ－シリカ及びアルファ－アルミナの１種以上であって良い）を含む酸
化触媒を開示している。
【０００８】
　従来技術は、ディーゼル排ガスを処理するために、金属をドープしたゼオライトを含む
ゼオライトを意識的に使用することも示している。例えば、特許文献３（ＵＳ４９２９５
８１）は、ディーゼル排ガスのためのフィルター（該フィルター内で、排ガスが強制的に
触媒壁を通って流され、煤粒子がろ過される）を開示している。白金族金属がドープ（添
加）されたゼオライトを含む触媒がフィルターの壁上に分散され、煤の酸化に触媒作用を
及ぼして、フィルターが塞らないようにしている。
【０００９】
　特許文献４（ＵＳ２００８／０４５４０５）は、排ガス放出（排ガス放出物）を処理（
例えば、未燃焼炭化水素及び一酸化炭素の酸化、及び窒素酸化物の還元）するためのディ
ーゼル酸化触媒を開示している。より特定的には、特許文献４（ＵＳ２００８／０４５４
０５）は、Ｐｔ：Ｐｄの質量割合が明確に異なる２層の異なるワッシュコート層を含む、
ワッシュコート組成物に関するものである。
【００１０】
　（最先端の）従来技術では、触媒化された煤フィルター（ＣＳＦ）のための、種々の触
媒組成物を開示している。例えば、特許文献５（ＵＳ２００７／１９１２１９）は、ディ
ーゼル粒子を除去するための触媒材料（該触媒材料は、第１成分（主成分）としてジルコ
ニウム及びセリウムとイットリウムを除く希土類金属を含む、酸化物複合体を含んでいる
）を開示している。この酸化物複合体は、結晶子径が１３ｎｍ～４０ｎｍである。
【００１１】
　特許文献６（ＵＳ７２５０３８５）は、所定の触媒を開示している。この触媒は、セラ
ミック支持体中の粒子の各表面を、アルミナの薄いフィルムで被覆し、そして活性触媒成
分を薄いフィルムの表面上で保持することによって形成されている。この触媒は、孔径と
空隙率が大きく、そして表面上でのアルミナの薄いフィルムの形成とは無関係に、圧力損
失が小さい。そしてこの触媒は、例えば、セラミック支持体をアルミニウム含有金属化合
物に漬け、事前に焼成し、熱水に漬け、乾燥させ、焼成し、そして最終的に活性触媒成分
を、支持体表面上のアルミナの薄いフィルム上に保持することによって製造される。
【００１２】
　この技術分野では公知のように、内燃エンジンの排ガス処理に使用される触媒は、温度
が比較的低い運転の期間中（例えば初期コールド－スタート期間中）は、効果的でない。
この理由は、エンジン排ガスは、排ガス中の有害成分の触媒変換のためには、温度が十分
に高くないからである。この目的のために、この技術分野では、ゼオライトであっても良
い吸着剤を、（ガス状の汚染物質、通常は炭化水素を吸着し、そして初期コールド－スタ
ート期間中これらを保持するために、）触媒処理システムの一部として含めることが公知
である。排ガス温度が上昇するに従い、吸着した炭化水素は吸着剤から導かれ、そしてよ
り高い温度で触媒処理に処される。このことについては、例えば特許文献７（ＵＳ５１２
５２３１）が参照される。この文献は、低温炭化水素吸着剤及び酸化触媒としての白金族
金属をドープしたゼオライトの使用が開示されている。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【００１３】
【特許文献１】ＵＳ５４９１１２０
【特許文献２】ＵＳ５６２７１２４
【特許文献３】ＵＳ４９２９５８１
【特許文献４】ＵＳ２００８／０４５４０５
【特許文献５】ＵＳ２００７／１９１２１９
【特許文献６】ＵＳ７２５０３８５
【特許文献７】ＵＳ５１２５２３１
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　上記文献に開示されているように、耐火金属酸化物支持体上に分散した白金族金属（Ｐ
ＧＭ）を含む酸化触媒を、ディーゼルエンジンからの排ガス放出の処理に使用することが
公知である。白金（Ｐｔ）は、希薄条件(lean condition)下での高温エージングの後、及
び燃料硫黄の存在中において、ＤＯＣ中のＣＯ及びＨＣを酸化するために最も効果的な白
金族金属である。しかしながら、パラジウム（Ｐｄ）ベースの触媒を使用することの主た
る長所の一つは、Ｐｔと比較した場合にＰｄのコストが低いことである。しかしながら、
ＰｄベースのＤＯＣｓは、典型的には、ＣＯとＨＣのための点火温度がより高く、特にＨ
Ｃ貯蔵材料と一緒に使用した場合にはそうであり、ＨＣ及び／又はＣＯ点火が遅延する可
能性がある。Ｐｄ含有ＤＯＣｓは、パラフィンを変換する及び／又はＮＯを酸化するＰｔ
の活性を害し、及び触媒を硫黄汚染に対してより敏感にする（弱くする）ものである。こ
れらの特徴は、典型的には、（特に、大半の運転条件で、温度が２５０℃未満に保持され
ている軽量ディーゼル(light duty diesel)の用途のための）希薄燃焼運転における酸化
触媒としてのＰｄの使用を妨げる。
【００１５】
　排ガス放出の規制がより厳しくなり、改良された性能、例えば改良された点火性能を提
供するディーゼル酸化触媒（ＤＯＣ）システムを発展させる、絶え間ない目標が存在する
。その結果、本発明は、触媒の触媒活性を犠牲にすることなく炭化水素貯蔵容量を最大限
にするための、層設計を有するディーゼル酸化触媒を対象とする。ＤＯＣｓの成分、例え
ばゼオライト、セリア、及びパラジウムを可能な限り効果的に使用するという目標も存在
する。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　要旨
　排ガスシステム、及び成分、及び支持体上のディーゼル酸化触媒材料を使用するこれら
の使用方法が提供される。支持体は、ディーゼル酸化触媒（ＤＯＣ）のために使用される
流通設計(flow-through design)、又は触媒化煤フィルターのために使用される壁流設計
であることができる。第１の局面では、ディーゼルエンジンからの排ガス放出を処理する
ための、層構造のディーゼル酸化触媒複合体が提供される。このディーゼル酸化触媒複合
体は、ディーゼル酸化触媒材料、キャリア支持体（ここで、触媒材料は、パラジウム成分
を含み、及び少なくとも２層の層を含む）：
　少なくとも１種の分子篩を含む炭化水素トラップ層（ここで、炭化水素トラップ層は実
質的にパラジウムを有していない）；
　実質的に分子篩を有せず、及び実質的に酸素貯蔵成分を有しない、パラジウム成分を含
むパラジウム含有層（ここで、パラジウム成分は表面積が大きい、耐火金属酸化物支持体
の上に設けられている）；
　を含み、
　触媒材料が、任意に、キャリア支持体の上及び少なくとも２層の層の下側に設けられた
下側被覆層を含み；及び
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　触媒材料が、更に、少なくとも１種の炭化水素トラップ及び任意の下側被覆層中に設け
られた酸素貯蔵成分を含む。
【００１７】
　他の局面は、排ガス流が、炭化水素、一酸化炭素、及び他の排ガス成分を含み、排ガス
流を、本発明の実施の形態に従う層状ディーゼル酸化触媒複合体と接触させることを含む
、ディーゼルエンジンの排ガス流を処理する方法を提供する。他の方法は、更に、ディー
ゼル排ガス流を、一回以上、ディーゼル酸化触媒複合体の下流側に設けられた煤フィルタ
ー、及び触媒化煤フィルター（ＣＳＦ）の上流又は下流に設けられた選択性触媒還元（Ｓ
ＣＲ）触媒性物品に案内することを含むことができる。
【００１８】
　更なる局面は、炭化水素、一酸化炭素、及び他の排ガス成分を含むディーゼルエンジン
排ガス流を処理するためのシステムであって、ディーゼルエンジンと排ガスマニホルドを
介して流体連結している排ガス導管；前記キャリア支持体が、流通基材又は壁流基材であ
る、本発明の実施の形態に従うディーゼル酸化触媒複合体；及び複合体と流体的に連結し
ている、以下の：煤フィルター、選択的触媒還元（ＳＣＲ）触媒物品、及びＮＯx貯蔵及
び還元（ＮＳＲ）触媒物品の１つ以上、を含むシステムを提供する。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】一酸化炭素変換データのグラフである。
【図２】炭化水素変換データのグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　ディーゼル排ガス放出システム、及び成分（これらにおいては、パラジウムが触媒材料
中の分子篩、例えばゼオライトから分離され、及び酸素貯蔵成分（ＯＳＣ）が、大半の貴
金属成分、例えばパラジウム及び白金から分離されている）が提供される。従って、触媒
材料中で、少なくとも２層の層が存在する：実質的にゼオライトを有しないパラジウム含
有層、及び少なくとも１種のゼオライトを含み、及び実質的にパラジウムを含まない炭化
水素トラップ層。任意に、下側被覆層も提供される。ＯＳＣは、炭化水素トラップ層又は
下側被覆層中、又は両方の中に、パラジウム含有層中に配置された大半の貴金属成分から
分離して存在することができる。ＯＳＣを大半のパラジウム成分から分離することにより
、ディーゼル酸化条件下で、ＯＳＣによるパラジウムの汚染によってパラジウムの効果が
損なわれることが最小限にされる。
【００２１】
　パラジウムのゼオライトからの分離は、パラジウムの効果を高め、及び貴金属（即ちパ
ラジウム）のシリカ汚染、又は貴金属（即ちパラジウム）のゼオライト表面への移動（の
可能性）に起因する、ＣＯ及びＨＣ点火活性の損失を最小限にすることを意図するもので
ある。ゼオライト含有層からのパラジウムの除去は、卓越した点火性能を与えることが見
出された。ほとんど全て（例えば、＞８０％、８５％、９０％、又は９５％）の貴金属成
分をゼオライトから除去することも有利である。更に、パラジウムと白金のための（ゼオ
ライトが存在しない）多孔性の高表面積の耐火金属酸化物支持体の使用も卓越した点火性
能を提供する。下部層中の表面積の耐火金属酸化物支持体（実質的に貴金属が存在しない
）を使用することも高変換における点火を改良する。
【００２２】
　このような触媒は、ディーゼルエンジンから放出された炭化水素（ＨＣ）及び一酸化炭
素（ＣＯ）を酸化するのに効果的であり、ここで、炭化水素トラップ層は、ディーゼルエ
ンジンに伴う条件下でＨＣを吸着するのに活性であり、及び貴金属、例えば白金及びパラ
ジウムは、ディーゼル排ガスのＨＣとＣＯを酸化するために活性である。
【００２３】
　触媒複合体（触媒合成物）は、触媒成分、例えばＨＣ、ＣＯ及び／又はＮＯxの酸化に
触媒作用を及ぼすのに有効な貴金属成分を含む、１層以上のワッシュコート層を有するキ
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ャリア支持体基材、例えばハニカム基材を含む触媒物品を意味する。
【００２４】
　「本質的に無い(essentially no)」、「本質的に有しない(essentially free)」及び「
実施的に有しない(substantially free)」は、上述した材料が上述した層内に意図的に設
けられないことを意味する。しかしながら、この材料は、上述した層に、実効の無い最小
限の量（即ち、材料の＜１０％、９％、８％、７％、６％、５％、４％、３％、２％又は
１％）で、移動又は拡散しても良い。従って、ここで使用されている「実質的に微小孔性
の材料を有しない層」（例えば、ゼオライト材料）は、微小孔性の材料を１０質量％以下
の量で含む層、又は微小孔性の材料を完全に含まないものである。しかしながら、本発明
に従い、「実質的に微小孔性の材料を有しない層」という記載は、層内に存在しても良い
、マクロ－、又はメソ－多孔性である多孔性材料（例えばアルミナ材料）が、微小孔性の
材料を微量の量で含むことを除外するものではない。
【００２５】
　高表面積耐火性金属酸化物は、２０Åよりも大きい孔を有し、及び孔分布が広い支持体
粒子である。ここに定義されるように、このような金属酸化物支持体は、分子篩、特定的
にはゼオライトを除外する。高表面積耐火金属酸化物支持体、例えばアルミナ支持体材料
（「ガンマアルミナ」又は「活性化アルミナ」とも称される）は、典型的には、ＢＥＴ表
面積が、１グラム当たり６０平方メートル（６０ｍ2／ｇ）を超え、しばしば２００ｍ2／
ｇまで、又はこれを超える。このような活性化アルミナは、通常、アルミナのガンマ及び
デルタ層の混合物であるが、しかし、エータ、カッパ、及びシータアルミナ相を実質的な
量で含んでも良い。使用する触媒中の少なくとも幾つかの触媒成分のために、活性化アル
ミナ以外の耐火金属酸化物を支持体として使用することができる。例えば、バルクセリア
、ジルコニア、アルファアルミナ、又は他の材料がこのような用途のために公知である。
これらの材料の多くが、活性化アルミナと比較して、ＢＥＴ面積が相当に小さいという短
所を有しているにもかかわらず、この短所は、得られた触媒の耐久性が良好であることに
よって相殺される傾向にある。「ＢＥＴ表面積」は、Ｎ2吸着による表面積の測定のため
の、Ｂｒｕｎａｕｅｒ，Ｅｍｍｅｔｔ，Ｔｅｌｌｅｒ法を参照する通常の意味を有する。
孔径及び孔体積は、ＢＥＴ－ｔｙｐｅＮ2吸着を使用して測定可能である。望ましくは、
活性アルミナは、比表面積が６０～３５０ｍ2／ｇ、及び典型的には９０～２５０ｍ2／ｇ
である。耐火酸化物支持体上の搭載量（積載量）は、好ましくは約０．１～約６ｇ／ｉｎ
3（約０．００６１～約０．３６６ｇ／ｃｍ３）、より好ましくは約２～約５ｇ／ｉｎ3（
約０．１２２～約０．３０５ｇ／ｃｍ３）、及び最も好ましくは約３～約４ｇ／ｉｎ3（
約０．１８３～約０．２４４ｇ／ｃｍ３）である。
【００２６】
　ここに使用されているように、分子篩、例えばゼオライトは、粒子の状態で触媒性貴金
属金属を担持する材料を表し、該材料は、実質的に均一な孔分布を有し、平均孔径は２０
Å以下である。触媒層中の「非ゼオライト支持体」は、分子篩又はゼオライトではなく、
及び（アソシエーション、分散、含浸、又は他の適切な方法によって）貴金属、安定剤、
促進剤、バインダー、及びこれらに類似するものを受けるものを表す。このような支持体
の例は、高表面積耐火金属酸化物を含むが、これらに限られるものではない。本発明の１
つ以上の実施の形態では、アルミナ、ジルコニア、シリカ、チタニア、シリカ－アルミナ
、ジルコニア－アルミナ、チタニア－アルミナ、ランタナ－アルミナ、ランタナ－ジルコ
ニア－アルミナ、バリア－アルミナ、バリア－ランタナ－アルミナ、バリア－ランタナ－
ネオジミア－アルミナ、ジルコニア－シリカ、チタニア－シリカ、及びジリコニア－チタ
ニアから成る群から選ばれる活性化化合物を含む、高表面積耐火金属酸化物支持体を含む
。
【００２７】
　ＯＳＣ（酸素貯蔵成分）については、多価状態を有し、及び排ガス条件下で、酸素を活
性的に貯蔵し及び放出することができる構成要素を表す。典型的には、酸素貯蔵成分は、
１種以上の希土類金属の１種以上の還元性酸化物を含む。適切な酸素貯蔵成分の例は、セ
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リアを含む。プラセオジミアもＯＳＣ又は促進剤として含むことができる。
【００２８】
　好ましくは、触媒は、ディーゼル酸化触媒（ＤＯＣ）又は触媒化煤フィルター（ＣＳＦ
）である。従って、本発明は、ディーゼルエンジンからの排ガス放出の処理のためのディ
ーゼル酸化触媒であって、（ａ）支持体基材、（ｂ）少なくとも１種の酸素貯蔵化合物を
含む、少なくとも１層の層（ＬＯ）、（ｃ）少なくとも１種の触媒的に活性なＰＧＭ成分
を含む、少なくとも１層の層（ＬＣ）を含むディーゼル酸化触媒にも関する。
【００２９】
　他の実施の形態に従えば、本発明は、ディーゼルエンジンからの排ガス放出の処理のた
めの触媒化された煤フィルターであって、（ａ）支持体基材、（ｂ）少なくとも１種の酸
素貯蔵化合物を含む、少なくとも１層の層（ＬＯ）、（ｃ）少なくとも１種の触媒的に活
性なＰＧＭ成分を含む、少なくとも１層の層（ＬＣ）を含む、触媒化された煤フィルター
にも関する。
【００３０】
　本発明に従う触媒組成物は、少なくとも２層の別個の層をキャリア支持体基材上に含み
、ここで、ある層（ＬＯ）は、少なくとも１種の酸素貯蔵化合物を含み、そして他の層（
ＬＣ）は、少なくとも１種の触媒的に活性なＰＧＭ成分を含む。層（ＬＯ）は、高い酸素
貯蔵容量を有し、そして追加的な変換効率を与える。層の分離のために、層（ＬＣ）は、
触媒的に活性なＰＧＭ成分と酸素貯蔵成分の間に、否定的な影響を及ぼすことなく、高い
変換効率を有する。
【００３１】
　本発明に従う触媒組成物は、少なくとも２つの別個の層（ＬＯ）と（ＬＣ）を含む。本
発明に従えば、少なくとも１種の触媒的に活性なＰＧＭ成分を含む層（ＬＣ）を、キャリ
ア支持体基材上に被覆し、及び少なくとも１種の酸素貯蔵成分を含む層（ＬＯ）を、層（
ＬＣ）の上から被覆することが可能である。しかしながら、少なくとも１種の酸素貯蔵化
合物を含む層（ＬＯ）を、キャリア支持体基材の上に被し、少なくとも１種の触媒的に活
性なＰＧＭ成分を含む層（ＬＣ）を層（ＬＯ）の上に被覆することも可能である。
【００３２】
　本発明に従えば、触媒組成物は、更なる層を含むこともできる。特に、触媒組成物は、
（少なくとも１種の酸素貯蔵化合物を含む）２層以上の層（ＬＯ）、好ましくは２層の層
（ＬＯ）を含むことができる。
【００３３】
　従って、一実施の形態に従えば、本発明は、上述した所定の触媒組成物（該触媒組成物
は、少なくとも１種の酸素貯蔵化合物を含む、２層の層（ＬＯ－１）及び（ＬＯ－２）を
含む）に関する。
【００３４】
　好ましくは、本発明に従う触媒組成物は、少なくとも１種の触媒的に活性なＰＧＭ成分
を含む、少なくとも１層の層（ＬＣ）、及びそれぞれが少なくとも１種の酸素貯蔵化合物
を含む、２層の層（ＬＯ－１）及び（ＬＯ－２）を含む。更に好ましくは、層（ＬＣ）は
、２層の層（ＬＯ－１）及び（ＬＯ－２）の間に配置される。
【００３５】
　従って、一実施の形態に従えば、本発明は、上述した触媒組成物であって、（ａ）キャ
リア支持体基材、（ｂ）上記キャリア支持体基材の上に被覆された少なくとも１種の酸素
貯蔵化合物を含む層（ＬＯ－１）、（ｃ）上記層（ＬＯ－１）の上に被覆された、少なく
とも１種の触媒的に活性なＰＧＭ成分を含む層（ＬＣ）、（ｄ）上記層（ＬＣ）の上に被
覆された、少なくとも１種の酸素貯蔵化合物を含む層（ＬＯ－２）、を少なくとも含む触
媒組成物に関する。
【００３６】
　本発明に従う触媒組成物は、更なる層を含むこともできる。層は任意の順序で配置する
ことができ、及び上述した層の任意のものの間に中間層が存在することもできる。
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【００３７】
　本発明の触媒組成物は、キャリア支持体基材を含む。原則として、この技術分野の当業
者にとって公知の、適切な任意のキャリア支持体材料を、本発明に使用することができる
。
【００３８】
　本発明に従えば、本発明の触媒組成物は、キャリア支持体基材の上に配置される。特に
ディーゼル酸化触媒のために、基材は、典型的には触媒の製造のために使用される材料の
任意のものであって良く、及び好ましくはセラミック又は金属ハニカム構造体を含む。適
切な任意の基材を使用して良く、例えば、基材の入口又は出口表面から延び、微細で、平
行するガス流通路（該通路は、流体が流通するように開放されている）を有するタイプの
モノリス基材（ここでは、流通基材と称される）を使用しても良い。その流体入口からそ
の流体出口にかけて本質的に真っ直ぐな通路が、ワッシュコートとして触媒材料が被覆さ
れた壁によって規定され、これにより、通路を流れるガスが触媒材料と接触する。モノリ
ス基材の流通通路は、薄い壁によるチャンネルであり、該チャンネルは、台形、長方形、
正方形、正弦曲線、六角形、楕円形、円等の、適切な任意の断面形状と寸法を有すること
ができる。
【００３９】
　触媒煤フィルターのために、基材は、ハニカム壁流フィルター、巻又は充填ファイバー
フィルター、連続気泡フォーム、焼成金属フィルター等であっても良く、壁流フィルター
が好ましい。ＣＳＦ組成物を担持するために有用な壁流基材(wall flow substrate)は、
複数の、微細で、実質的に平行なガス流通路（該ガス流通路は、基材の長さ方向軸に沿っ
て伸びている）を有する。典型的には、各通路は、基材本体の一端が閉塞され、交互する
通路が反対の端部表面で閉塞されている。
【００４０】
　本発明のシステムで使用するための、好ましい壁流基材は、（背圧、又は物品を横切る
圧力を過剰に増加せることなく流体流が通過する）薄い多孔性の壁を有するハニカム（モ
ノリス）を含む。通常、清浄な壁流物品の存在は、１水柱インチ～１０ｐｓｉｇの背圧を
形成する。本システム内に使用されるセラミック壁流基材は、多孔率が少なくとも４０％
（例えば、４０～７０％）で、平均孔径が少なくとも５ミクロン（例えば５～３０ミクロ
ン）の材料で形成されることが好ましい。より好ましくは、基材が、少なくとも５０％の
多孔率、及び少なくとも１０ミクロンの平均孔径を有する。これらの多孔率、及びこれら
の平均孔径を有する基材が以下に記載する技術を使用して被覆された場合、ＣＦＳ触媒組
成物の適切なレベルを基材に搭載（積載）でき、卓越したＮＯx変換効率と煤の燃焼が達
成される。これらの基材は、（ＣＦＳ触媒を搭載しているにもかかわらず）適切な排ガス
流特性、すなわち、許容可能な背圧をなお保持することができる。適切な壁流基材は、例
えばＵＳ４３２９１６２に開示されている。
【００４１】
　本発明に従い使用される多孔性壁流フィルターは、任意に触媒化され、その中で、上記
要素の壁が、その上又はその中に、１種以上の触媒材料を有する。このようなＣＦＳ触媒
組成物については上述した。触媒材料は、要素の入口側に単独で存在しても良く、出口側
に単独で存在しても良く、入口と出口側の両方に存在しても良く、又は壁が全て、又は部
分的に触媒材料で構成されても良い。他の実施の形態では、本方法は、触媒材料の１層以
上のワッシュコート層、及び要素の入口及び／又は壁上の触媒材料の１層以上の層の組み
合わせを含む。
【００４２】
　このようなモノリスキャリア支持体は、断面の１平方インチ当たり、約９００以上の流
路（又は「セル」）を含んでも良く、これより少ないものが使用されても良い。例えば、
キャリア支持体は、約５０～６００、より一般的には、約２００～４００（“ｃｐｓｉ”
）のセルを１平方インチ当たりに有していても良い。セルは、長方形、正方形、円、楕円
形、三角形、六角形、又は他の多角形形状を有することが可能である。流通基材は、典型
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的には、壁厚さが０．００２～１インチ（０．００５０８～２．５４ｃｍ）の範囲である
。好ましい流通基材は、壁厚さが０．００２～０．０１５インチ（０．００５０８～０．
０３８１ｃｍ）の範囲である。
【００４３】
　適切なセラミック基材は、適切な任意の耐火材料、例えばコージライト、コージライト
－アルミナ、シリコン－ニトリド、シリコン－カーバイド、ジルコンムライト、シリア輝
石、アルミナ－シリカマグネシア、ジルコンシリケート、シリマナイト、マグネシウムシ
リケート、ジルコン、ペタライト、アルミナ、アルミノシリケート及びこれらに類似する
もので作成されて良い。
【００４４】
　本発明の触媒組成物のために有用なキャリア支持体基材は、実質的に金属であっても良
く、及び１種以上の金属又は金属合金で構成されても良い。金属基材は、種々の形状、例
えば波形シート、又はモノリス形状で使用されて良い。好ましい金属支持体は、耐熱金属
、及び金属合金、例えばチタニウム、及びステンレススチール、及び（鉄が実質的又は主
要な成分である）他の金属を含む。このような合金は、ニッケル、クロム、及び／又はア
ルミニウムの１種以上を含んでも良く、及びこれらの金属の合計量は、少なくとも１５質
量％の合金、例えば１０～２５質量％のクロム、３～８質量％のアルミニウム、及び２０
質量％以下のニッケルを含むことが有利である。合金は、少量又は微量の１種以上の他の
金属、例えばマンガン、銅、バナジウム、チタニウム、及びこれらに類似するものを含ん
でも良い。表面又は金属基材を、高温、例えば１０００℃以上で酸化し、基材の表面に酸
化物層を形成することによって合金の腐食に対する抵抗性を改良しても良い。このような
高温状態を含む酸化は、耐火金属酸化物及び触媒的な促進金属成分の基材への付着を高め
ても良い。
【００４５】
　有用な高表面積支持体は、１種以上の耐火性酸化物を含む。これらの酸化物は、例えば
、シリカ及びアルミナ、チタニア、及びジルコニアを含み、及び混合状態、例えばシリカ
－アルミナ、アルミノシリケート（これらはアモルファス又は結晶質であって良い）、ア
ルミナ－ジルコニア、アルミナ－セリア、及びこれらに類似するもの、及びチタニウム－
アルミナ及びジルコニウム－シリケートを含む。一実施の形態では、支持体は、アルミナ
、例えばガンマ及びエータアルミナ、及び存在する場合には、微量の他の耐火酸化物、例
えば約２０質量％以下のもので構成されることが好ましい。望ましくは、活性アルミナは
、比表面積が６０～３５０ｍ2／ｇであり、及び典型的には９０～２５０ｍ2／ｇである。
【００４６】
　耐火性酸化物支持体の搭載量は、ＤＯＣについて、好ましくは約０．１～約６ｇ／ｉｎ
3（約０．００６１～約０．３６６ｇ／ｃｍ３）、より好ましくは約０．５～約５ｇ／ｉ
ｎ3（約０．０３０５～約０．３０５ｇ／ｃｍ３）、及び最も好ましくは、約２～約４ｇ
／ｉｎ3（約０．１２２～約０．２４４ｇ／ｃｍ３）及びＣＳＦについて約０．２～約１
．０ｇ／ｉｎ3（約０．０１２２～約０．０６１ｇ／ｃｍ３）である。
【００４７】
　本発明に従い、本発明に従う触媒組成物の層（ＬＣ）は、少なくとも１種の触媒的に活
性なＰＧＭ成分を含む。原則として、適切な任意の触媒的に活性な成分を使用することが
できる。好ましくは、触媒的に活性な成分は、白金族金属（ＰＧＭ）の少なくとも１種の
金属、例えば、Ｐｔ、Ｐｄ、Ｒｈ、Ａｕ及び／又はＩｒから選ばれる、少なくとも１種の
金属である。本発明において、触媒的に活性な成分は、白金族金属の２種以上、特にＰｄ
及びＰｔを含むことも可能である。
【００４８】
　従って、更なる実施の形態に従えば、本発明は、上述した触媒組成物であって、触媒的
に活性な成分が、白金族金属の少なくとも１種の金属を含む触媒組成物を対象とする。更
なる実施の形態に従えば、本発明は、上述した触媒組成物であって、触媒的に活性な成分
が、Ｐｔ、Ｐｄ、Ｒｈ、Ａｕ及びＩｒから選ばれる少なくとも１種の金属である触媒組成
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物を対象とする。一実施の形態に従えば、本発明は、上述した触媒組成物であって、触媒
的に活性な成分が、Ｐｔ、及びＰｄを含む触媒組成物を対象とする。
【００４９】
　層（ＬＣ）が、追加的に、多孔性材料を含むことも可能である。特に、本発明に従い、
層（ＬＣ）が、触媒的に活性なＰＧＭ成分、特にＰｔ及びＰｄを多孔性支持体材料の上に
分散した状態で含むことが可能である。
【００５０】
　従って、更なる実施の形態に従えば、本発明は、上述した触媒組成物であって、層（Ｌ
Ｃ）がＰｔ及びＰｄを多孔性支持体材料の上に含む触媒組成物を対象とする。
【００５１】
　適切な多孔性材料は、この技術分野の当業者にとって公知である。層（ＬＣ）の多孔性
支持体材料は、（シリカ、アルミナ、ジルコニア、セリア、チタニア及びこれらの混合物
の化合物を含む群から選ばれる）卑金属酸化物及び／又は遷移金属酸化物が好ましい。好
ましい支持体は、アルミナ、シリカ、チタニア、ジルコニア、セリア、シリカ－アルミナ
、アルミナ－ジルコニア、アルミナ－クロミア、アルミナ－セリア、ジルコニウム－シリ
ケート、及びチタニア－アルミナから成る群から選ばれる、活性化された高表面積化合物
であることが好ましい。特に好ましいものは、Ａｌ2Ｏ3、ＺｒＯ2、ＣｅＯ2、又はＳｉＯ

2、及びこれらの混合物である。
【００５２】
　多孔性材料は、多孔率が０．２～１．２ｍＬ／ｇであることが好ましく、この多孔率は
、好ましくは０．６～１．０ｍＬ／ｇである。多孔性材料は、ＢＥＴ表面積が３０～３０
０ｍ2／ｇであることが好ましく、７０～２００ｍ2／ｇであることがより好ましく、及び
平均孔径が７０Å～１５０Åであることが好ましい。
【００５３】
　本発明の触媒組成物は、ＰｔとＰｄを異なる割合で含むことができる。一実施の形態に
従えば、触媒組成物はＰｔとＰｄを、約１／１０～約１０／１のＰｔ／Ｐｄ割合で含んで
も良く、このＰｔ／Ｐｄ割合は、好ましくは約１／２～約４／１、特に１／１の周囲であ
る。替わりの実施の形態に従えば、触媒組成物は、ＰｔとＰｄを、２／１の周囲のＰｔ／
Ｐｄで含んでも良い。
【００５４】
　触媒組成物の合計搭載量は、ディーゼル酸化触媒について、約１～３００ｇ／ｆｔ3（
約３５．３～１０５９４ｇ／ｍ３）の範囲であっても良く、この範囲は、好ましくは約１
０～約２００ｇ／ｆｔ3（約３５３～約７０６３ｇ／ｍ３）であり、及び触媒化された煤
フィルターについて、好ましくは約１～１００ｇ／ｆｔ3（約３５．３～３５３１ｇ／ｍ
３）の範囲である。
【００５５】
　本発明に従えば、層（ＬＯ）、又は層（ＬＯ－１）及び／又は（ＬＯ－２）は、触媒的
に活性な成分、特にＰｔ及び／又はＰｄを含んでも良い。従って、一実施の形態に従えば
、本発明は、上述した触媒組成物であって、層（ＬＯ）が追加的にＰｔ又はＰｄ又はＰｔ
とＰｄを含む触媒組成物を対象とする。
【００５６】
　本発明に従う触媒組成物が２層の層（ＬＯ－１）及び（ＬＯ－２）を含む場合、一方又
は両方の層が、触媒的に活性な成分を含んでも良い。例えば、層（ＬＯ－１）がＰｄを含
んでも良く、及び層（ＬＯ－２）が、触媒的に活性な成分を含まなくても良い。しかしな
がら、層（ＬＯ－１）が触媒的に活性な成分を含まなくても良く、及び層（ＬＯ－２）が
追加的にＰｔ又はＰｄ、又はＰｔとＰｄを含んでも良い。従って、一実施の形態に従えば
、本発明は上述した触媒組成物であって、層（ＬＯ－１）が追加的にＰｄを含む触媒組成
物を対象とする。
【００５７】
　更に好ましい実施の形態に従えば、本発明は、上述した触媒組成物であって、層（ＬＯ
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－２）が、追加的にＰｔ又はＰｄ、又はＰｔとＰｄを含む触媒組成物を対象とする。
【００５８】
　触媒組成物がＰｔ及びＰｄを、１／１の周囲のＰｔ／Ｐｄ割合で含む場合、層（ＬＣ）
は、ＰｔとＰｄを、好ましくは１．５～２．５のＰｔ／Ｐｄ割合、特に１．７～２．３の
Ｐｔ／Ｐｄ割合で含む。この場合、好ましくは、層（ＬＯ）、特に層（ＬＯ－１）は、追
加的にＰｄを含む。従って、一実施の形態では、本発明は、上述した触媒組成物であって
、層（ＬＣ）が、ＰｔとＰｄを１．５～２．５のＰｔ／Ｐｄ割合で含む触媒組成物を対象
とする。
【００５９】
　触媒組成物が、Ｐｔ及びＰｄを、２／１の周囲のＰｔ／Ｐｄ割合で含む場合、層（ＬＣ
）は、好ましくは、ＰｔとＰｄを、１．７～２．３のＰｔ／Ｐｄ割合、特に１．９～２．
１、例えば２の周囲のＰｔ／Ｐｄ割合で含む。この場合、好ましくは、層（ＬＯ）、特に
層（ＬＯ－１）は、最初は追加的なＰｄを含まない。しかしながら、本発明に従えば、Ｐ
ｄを、層（ＬＣ）から層（ＬＯ）、特に層（ＬＯ－１）に浸出させることも可能である。
【００６０】
　Ｐｄが層（ＬＯ）中、特に層（ＬＯ－１）中に存在する場合、層（ＬＯ）中、特に層（
ＬＯ－１）中のＰｄの、触媒組成物中の貴金属の合計量（特に、ＰｔとＰｄの合計量）に
対する割合は、０．０１～０．４の範囲であることが好ましい。
【００６１】
　Ｐｄが層（ＬＯ）中、特に層（ＬＯ－１）中に存在する場合、Ｐｄの量は、約１～５０
ｇ／ｆｔ3の範囲であることが好ましい。
【００６２】
　層（ＬＯ）、特に層（ＬＯ－１）及び（ＬＯ－２）は、追加的に更なる金属を含んでも
良い。
【００６３】
　Ｐｔが層（ＬＯ－２）中に存在する場合、特に層（ＬＯ－２）中のＰｔの、触媒組成物
中の貴金属の合計量（特に、ＰｔとＰｄの合計量）に対する割合は、０．０５～０．１の
範囲であることが好ましい。
【００６４】
　Ｐｔが層（ＬＯ－２）中に存在する場合、Ｐｔの量は、約１～５０ｇ／ｆｔ3（約３５
．３～１７６６ｇ／ｍ３）の範囲であることが好ましく、約２～１５ｇ／ｆｔ3（約７０
．６～５３０ｇ／ｍ３）の範囲であることがより好ましい。
【００６５】
　Ｐｄが層（ＬＯ－２）中に存在する場合、層（ＬＯ－２）中のＰｄの、触媒組成物中の
貴金属の金属の合計量（特に、ＰｔとＰｄの合計量）に対する割合は、０．００５～０．
２５の範囲であることが好ましい。
【００６６】
　Ｐｄが層（ＬＯ－２）中に存在する場合、Ｐｄの量は、約１～３０ｇ／ｆｔ3（約３５
．３～１０５９ｇ／ｍ３）の範囲であっても良く、及び約２～１５ｇ／ｆｔ3（約７０．
６～５３０ｇ／ｍ３）の範囲であることがより好ましい。
【００６７】
　本発明に従えば、層（ＬＯ）又は層（ＬＯ－１）及び／又は（ＬＯ－２）は、多孔性支
持体材料を含むこともできる。特に、層（ＬＯ）又は層（ＬＯ－１）及び／又は（ＬＯ－
２）に含まれても良いＰｔ及び／又はＰｄは、多孔性支持体材料中に分散されることが可
能である。
【００６８】
　従って、更なる実施の形態に従えば、本発明は上述した触媒組成物であって、層（ＬＯ
）又は層（ＬＯ－１）及び／又は（ＬＯ－２）が、多孔性支持体材料上のＰｔ、又は多孔
性支持体材料上のＰｄ、又は多孔性支持体材料上のＰｔ及びＰｄを含む触媒組成物を対象
とする。



(13) JP 5647623 B2 2015.1.7

10

20

30

40

50

【００６９】
　他の実施の形態に従えば、本発明は、詳述した触媒組成物であって、層（ＬＯ－１）は
、多孔性の支持体材料上のＰｄを含む触媒組成物を対象とする。
【００７０】
　本発明に従えば、層（ＬＯ）又は層（ＬＯ－１）及び／又は（ＬＯ－２）が、その上に
如何なる金属も分散されていない多孔性支持体材料を含むことも可能である。適切な多孔
性支持体材料については上述した。特に好ましいものは、卑金属酸化物及び遷移金属酸化
物から選ばれる多孔性支持体材料であり、より好ましくは、多孔性支持体材料は、アルミ
ナである。
【００７１】
　従って、更なる実施の形態に従えば、本発明は、上述した触媒組成物であって、多孔性
支持体材料が卑金属酸化物及び遷移金属酸化物から選ばれる触媒組成物を対象とする。
【００７２】
　好ましい実施の形態に従えば、本発明は、上述した触媒組成物であって、多孔性材料が
アルミナである触媒組成物を対象とする。
【００７３】
　本発明の触媒組成物の層（ＬＯ）、又は層（ＬＯ－１）及び／又は層（ＬＯ－２）は、
酸素貯蔵化合物を含む。層（ＬＯ－１）及び（ＬＯ－２）は、同じ酸素貯蔵化合物を含む
ことができるが、異なる酸素貯蔵化合物を含むこともできる。
【００７４】
　本発明に従えば、適切な任意の酸素貯蔵化合物を使用することができる。好ましいもの
は、例えば、ＺｒＯ2及び／又はＣｅＯ2を含む酸素貯蔵化合物である。
【００７５】
　従って、更なる実施の形態に従えば、本発明は、上述した触媒組成物であって、酸素貯
蔵化合物がＺｒＯ2及び／又はＣｅＯ2を含む触媒組成物を対象とする。
【００７６】
　本発明に従う酸素貯蔵化合物は、更なる金属、例えばＹ、Ｌａ、Ｎｄ、Ｓｍ、Ｐｒ及び
Ｈｆ又はこれらの混合物を含んでも良い。
【００７７】
　本発明の触媒組成物の層（ＬＣ）は、追加的に、更なる成分、例えば更なる触媒的に活
性な成分又は促進剤(promoter)を含むことができる。適切な促進剤は、この技術分野の当
業者にとって公知である。好ましい促進剤は、例えばアルカリ性酸化物、例えばＢａＯ、
ＭｇＯ、Ｌａ2Ｏ3、又はこれらの混合物である。
【００７８】
　追加的に、層（ＬＣ）は、Ｓｎ、Ｓｉ又はＴｉ又はこれらの混合物を含む化合物を含ん
でも良い。
【００７９】
　更なる実施の形態に従えば、本発明の触媒組成物は、追加的にゼオライトを含んでも良
い。ゼオライトは、酸素貯蔵化合物を含む、本発明に従う触媒組成物の１層以上の層中に
存在することが好ましい。従って、一実施の形態に従えば、本発明は上述した触媒組成物
であって、層（ＬＯ）が追加的にゼオライトを含む触媒組成物を対象とする。好ましい実
施の形態に従えば、本発明は上述した触媒組成物であって、層（ＬＯ－１）及び／又は（
ＬＯ－２）が追加的にゼオライトを含む触媒組成物を対象とする。
【００８０】
　典型的には、公知のゼオライトの任意のものが使用可能である。ゼオライトは、天然又
は合成ゼオライト、例えばフォージャサイト、菱沸石、クリノプティロライト、モルデナ
イト、シリカライト、ゼオライトＸ、ゼオライトＹ、超安定ゼオライトＹ、ＺＳＭ－５ゼ
オライト、ＺＳＭ－１２ゼオライト、ＳＳＺ－３ゼオライト、ＳＡＰＯ５ゼオライト、オ
フレタイト、又はベータゼオライトであることができる。好ましいゼオライト吸着剤は、
シリカのアルミナに対する割合が高いものである。ゼオライトは、シリカ／アルミナモル
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割合が、少なくとも約２５／１、好ましくは少なくとも約５０／１、通常では約２５／１
～１０００／１の範囲、５０／１～５００／１、及び約２５／１～３００／１の範囲、約
１００／１～２５０／１であっても良く、又は替わりに約３５／１～１８０／１も例示さ
れる。好ましいゼオライトは、ＺＳＭ、Ｙ及びベータゼオライトを含む。特に好ましい吸
着剤は、ＵＳ６１７１５５６に開示されたタイプのベータゼオライトを含んでも良い。ゼ
オライトの搭載量(loading)は、十分なＨＣ貯蔵容量を保証し、及び低温貯蔵の後の温度
傾斜の間、貯蔵したパラフィンの解放が早過ぎることのないように、０．３ｇ／ｉｎ3（
０．０１８３ｇ／ｃｍ３）よりも小さいものであるべきではない。ゼオライト成分の含有
量は、０．４～０．７ｇ／ｉｎ3（０．０２４４～０．０４２７ｇ／ｃｍ３）の範囲であ
ることが好ましい。ゼオライトからの芳香族化合物とパラフィンの解放が早過ぎると、Ｃ
Ｏ及びＨＣ点火の遅延を引き起こす。
【００８１】
　好ましくは、触媒組成物のために使用されるゼオライトは、孔径が０．３～１．０ｎｍ
である。
【００８２】
　一実施の形態では、１種以上のゼオライトが希土類金属とのイオン交換によって安定化
されても良い。他の実施の形態では、本発明の（１層以上の）ワッシュコート層は、重質
ＨＣｓの酸化を促進するために、１種以上の希土類酸化物（例えば、セリア）を含んでも
良い。
【００８３】
　本発明の触媒組成物、即ちディーゼル酸化触媒、又は本発明の触媒化煤フィルターは、
適切な任意の方法で製造することができる。
【００８４】
　本発明の触媒組成物（触媒構成体）の各層の組成は、この技術分野の公知の任意の方法
によって、基材表面に施すことができる。例えば、触媒組成物は、スプレーコーティング
、パウダーコーティング、又はブラッシングによって、又は表面を触媒組成物中に浸漬す
ることによって施すことができる。
【００８５】
　特に、個々の層は、適切な如何なる方法によってでも施すことができ、及びある層が施
された後、次の層が施される前に、乾燥工程、又は乾燥とか焼工程が施されることが好ま
しい。
【００８６】
　本発明に従えば、各層を、基材又は下側の層の上に、完全に、又は基材又は下側の層を
、基材又は下側の層の長さの１０～１００％の長さの量で覆う領域の状態で施すことがで
きる。基材又は層の残りの未被覆の部分は、他の層で覆うことができる。ディーゼル酸化
触媒として使用するために、このような領域は、下側の基材又は層の、好ましくは５０～
１００％の長さ、より好ましくは９０～１００％の長さ、例えば１００％の長さを覆う。
触媒化された煤フィルターとして使用するために、このような領域は、下側の基材又は層
の、好ましくは１０～５０％の長さ、より好ましくは５０％の長さを覆う。
【００８７】
　本発明は、未燃焼の炭化水素（ＨＣ）及び一酸化炭素（ＣＯ）を含むディーゼルエンジ
ン排ガス流放出を処理する方法をも対象とする。ディーゼルエンジンからの排ガス流は、
本発明の触媒組成物（すなわち、本発明のディーゼル酸化触媒又は触媒化された煤フィル
ター）を含む排ガス処理装置内で処理することができる。本発明に従い、排ガス流は、最
初に頂部層と接触し、そして次に下側の（１層以上の）層と接触する。
【００８８】
　運転の間、希薄燃焼エンジンからの、炭化水素、一酸化炭素、酸化窒素、及び酸化硫黄
を含むガス状の排ガス放出物は、最初に頂部層と出会い、その後で（１層以上の）下側層
と出会う。
【００８９】
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　活性再生によってＣＳＦから煤を除去する間、ＣＯが煤の燃焼から放出される。これら
の二次的な放出物は、最初に頂部層と出会い、そしてその後で下側の（１層以上の）層と
出会う。
【００９０】
　運転の間、排ガスは、触媒組成物を、上流側端部から下流側端部へと流れる。層中に含
まれる触媒的に活性な成分は、排ガス中に含まれるＨＣ及びＣＯ汚染物質を酸化する。
【００９１】
　一実施の形態では、本発明は、ディーゼル排ガス流を処理するための方法であって、以
下の工程、
（ｉ）
（ａ）キャリア支持体基材、
（ｂ）少なくとも１種の酸素貯蔵化合物を含む、少なくとも１層の層（ＬＯ）、
（ｃ）少なくとも１種の触媒的に活性なＰＧＭ成分を含む、少なくとも１層の層（ＬＣ）
、
　を少なくとも含む、ディーゼル酸化触媒を用意する工程、
（ｉｉ）排ガス放出物を処理するために、上記ディーゼル排ガス流を、上記ディーゼル酸
化触媒と接触させる工程、
　を含む方法を対象とする。
【００９２】
　他の実施の形態では、本発明は、ディーゼル排ガス流を処理するための方法であって、
以下の工程、
（ｉ）
（ａ）キャリア支持体基材、
（ｂ）少なくとも１種の酸素貯蔵化合物を含む、少なくとも１層の層（ＬＯ）、
（ｃ）少なくとも１種の触媒的に活性なＰＧＭ成分を含む、少なくとも１層の層（ＬＣ）
、
　を少なくとも含む、触媒化煤フィルターを用意する工程、
（ｉｉ）排ガス放出物を処理するために、上記ディーゼル排ガス流を、上記触媒化された
煤フィルターと接触させる工程、
　を含む方法を対象とする。
【００９３】
　本発明の触媒組成物の適切な実施の形態、即ち、本発明の方法のためのディーゼル酸化
触媒、又は触媒化煤フィルターの適切な実施の形態については上述した。
【００９４】
　従って、一実施の形態に従えば、本発明は、上述した方法であって、触媒組成物が、少
なくとも１種の酸素貯蔵化合物を含む、２層の層（ＬＯ－１）及び（ＬＯ－２）を含む方
法を対象とする。
【００９５】
　本発明の触媒組成物、即ち本発明のディーゼル酸化触媒、又は触媒煤フィルターは、デ
ィーゼル排ガス放出物を処理するための、１種以上の追加的な成分を含む、統合された放
出物処理システムに使用することができる。例えば、放出物処理システムは、本発明に従
うディーゼル酸化触媒を含んでも良く、及び更に煤フィルター成分、及び／又は選択的触
媒還元（ＳＣＲ）成分を含んでも良い。ディーゼル酸化触媒は、煤フィルター、及び／又
は選択的触媒還元成分の上流側、又は下流側に配置することができる。
【００９６】
　酸化触媒の使用を介して排ガス放出物を処理することに加え、本発明は、粒子状物質を
除去するために、煤フィルターを使用しても良い。煤フィルターは、ＤＯＣの上流側、又
は下流側に配置しても良く、しかしディーゼル酸化触媒の下流側に配置することが好まし
い。好ましい実施の形態では、煤フィルターは、触媒化された煤フィルター（ＣＳＦ）で
ある。本発明に従い、適切な任意のＣＳＦを使用することができる。しかしながら、本発
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明に従うＤＯＣを、本発明に従うＣＳＦと結合させることも可能である。
【００９７】
　本発明のＣＳＦは、捕獲した煤を燃焼させるため、又は排ガス放出物を酸化するために
、１種以上の触媒を含むワッシュコート層で被覆された基材(substrate)を含むことが好
ましい。通常、煤燃焼触媒は、煤を燃焼させるための、公知の任意の触媒であることがで
きる。例えば、ＣＳＦは、未燃焼炭化水素（及びある程度の粒子状物質）を燃焼させるた
めに、１種以上の高面積耐火性酸化物（例えば、アルミナ、シリカ、シリカアルミナ、ジ
ルコニア、及びジルコニアアルミナ）及び／又は酸化触媒（例えば、セリア－ジルコニア
）で被覆することができる。しかしながら、好ましくは、煤燃焼フィルターは、１種以上
の貴金属（ＰＭ）（白金、パラジウム、及び／又はロジウム）を含む酸化触媒である。
【００９８】
　他の実施の形態に従えば、この技術分野の当業者にとって公知の、通常のＤＯＣを、本
発明に従うＣＳＦと組み合わせることも可能である。
【００９９】
　本発明の排ガス処理システムは、更に、選択的触媒還元（ＳＣＲ）成分を含んでも良い
。ＳＣＲ成分は、ＤＯＣ及び／又は煤フィルターの上流側、又は下流側に配置されても良
い。放出物処理システム中に使用するための適切なＳＣＲ触媒成分は、６００℃未満の温
度で、ＮＯx成分の還元に効率的に触媒作用を及ぼすことができ、これにより、たとえ（
特に排ガス温度が低温である場合について）搭載量が低い条件下であっても、適切なＮＯ

xレベルを処理することができる。好ましくは、触媒物品は、システムに加えられた還元
剤の量に依存して、ＮＯx成分の少なくとも５０％をＮ2に変換可能なものである。この組
成物についての他の望ましい特性は、この組成物が、Ｏ2と過剰のＮＨ3の、Ｎ2とＨ2Ｏへ
の反応に触媒作用を及ぼす性能を有し、これにより、ＮＨ3が大気中に放出されないこと
である。放出物処理システム中に使用される、有用なＳＣＲ触媒組成物は、６５０℃を超
える温度に対して熱的な抵抗性を有するべきである。このような高温は、上流の触媒煤フ
ィルターの再生の間に遭遇するものである。
【０１００】
　適切なＳＣＲ触媒組成物は、例えばＵＳ４９６１９１７及びＵＳ５５１６４９７に記載
されている。適切な組成物は、鉄及び銅の促進剤の一方又は双方で、これらは、促進剤と
ゼオライトを合わせた合計質量の約０．１～３０質量％、好ましくは約１～５質量％の量
でゼオライト中に存在することが適切である。ＮＯxをＮＨ3でＮ2へ還元する反応に触媒
作用を及ぼす機能に加え、本組成物は、（特に、促進剤の濃度がより高いこれらの組成物
について）過剰のＮＨ3をＯ2で酸化する反応を促進することができる。
【０１０１】
　本発明の排ガス処理システムは、更にＮＯx－トラップを含んでも良い。ＮＯx－トラッ
プは、ＤＯＣ及び／又は煤フィルターの上流側、又は下流側に配置されても良い。好まし
くは、ＮＯx－トラップは、煤フィルター成分の下流側に配置される。本発明に従い、適
切な任意のＮＯx－トラップを使用することができる。
【０１０２】
　本発明の例としての実施の形態を幾つか記載する前に、本発明は、以下に記載された構
成、又は工程の詳細に限定されるものではない。本発明は、他の実施の形態が可能であり
、及び種々の方法（態様）で行うことができるものである。以下に、層構造の触媒（層状
の触媒）の好ましい設計が記載されるが、このような組み合わせは、記載されたように単
独で使用され、又は非限定的な組み合わせで使用されることを含み、このために、使用は
本発明の他の局面のシステムと方法を含む。
【０１０３】
　実施例１では、ディーゼルエンジンからの排ガス放出の処理のための触媒組成物であっ
て、（ａ）キャリア支持体基材、（ｂ）少なくとも１種の酸素貯蔵化合物を含む、少なく
とも１層の層（ＬＯ）、（ｃ）少なくとも１種の触媒的に活性なＰＧＭ成分を含む、少な
くとも１層の層（ＬＣ）を含む触媒組成物が提供される。
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【０１０４】
　以下に、層構造の触媒のための好ましい設計が記載されるが、これは、単独で、又は非
限定的な組み合わせで使用される、記載された組み合わせを含み、このための使用は、本
発明の他の局面のシステムと方法を含む。
【０１０５】
２．触媒がディーゼル酸化触媒である、実施例１に従う触媒組成物。
【０１０６】
３．触媒が触媒化された煤フィルターである、実施例１に従う触媒組成物。
【０１０７】
４．触媒組成物が、少なくとも１種の酸素貯蔵化合物を含む２層の層（ＬＯ－１）及び（
ＬＯ－２）を含む、実施例１～３の何れかの触媒組成物。
【０１０８】
５．（ａ）キャリア支持体基材、（ｂ）上記キャリア支持体基材上に被覆された、少なく
とも１種の酸素貯蔵化合物を含む、層（ＬＯ－１）、（ｃ）上記層（ＬＯ－１）の上に被
覆された、少なくとも１種の触媒的に活性なＰＧＭ成分を含む、層（ＬＣ）、（ｄ）上記
層（ＬＣ）の上に被覆された、少なくとも１種の酸素貯蔵化合物を含む層（ＬＯ－２）を
少なくとも含む、実施例１～４の何れかの触媒組成物。
【０１０９】
６．触媒的に活性な成分が、少なくとも１種の、白金族金属の金属である、実施例１～５
の何れかの触媒組成物。
【０１１０】
７．触媒的に活性な成分が、Ｐｔ及びＰｄを含む、実施例１～６の何れかに記載の触媒組
成物。
【０１１１】
８．層（ＬＣ）が、Ｐｔ及びＰｄを、０．１／１～１０／１のＰｔ／Ｐｄ割合で含む、実
施例１～７の何れかに記載の触媒組成物。
【０１１２】
９．層（ＬＣ）が、Ｐｔ及びＰｄを、１．５／１～２．５／１のＰｔ／Ｐｄ割合で含む、
実施例１～８の何れかに記載の触媒組成物。
【０１１３】
１０．層（ＬＯ）が、追加的に、Ｐｔ又はＰｄ、又はＰｔとＰｄを含む、実施例１～４の
何れかに記載の触媒組成物。
【０１１４】
１１．層（ＬＯ－２）が、追加的に、Ｐｔ又はＰｄ、又はＰｔとＰｄを含む、実施例５～
９の何れかに記載の触媒組成物。
【０１１５】
１２．層（ＬＯ－１）が、追加的にＰｄを含む、実施例５～９の何れかに記載の触媒組成
物。
【０１１６】
１３．酸素貯蔵化合物が、ＺｒＯ2及び／又はＣｅＯ2を含む、実施例１～１２の何れかに
記載の触媒組成物。
【０１１７】
１４．酸素貯蔵化合物が、Ｙ、Ｌａ、Ｎｄ、Ｓｍ、Ｐｒ、及びＨｆ及びこれらの混合物の
少なくとも１種を含むＯＳＣ変性剤(modifier)を含む、実施例１～１３の何れかに記載の
触媒組成物。
【０１１８】
１５．層（ＬＯ）、層（ＬＣ）、又は両方が、追加的にゼオライトを含む、実施例１～４
の何れかに記載の触媒組成物。
【０１１９】
１６．層（ＬＯ－１）が、追加的にゼオライトを含む、実施例５～１４の何れかに記載の
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触媒組成物。
【０１２０】
１７．層（ＬＯ－２）が、追加的にゼオライトを含む、実施例５～１４の何れかに記載の
触媒組成物。
【０１２１】
１８．層（ＬＣ）が、追加的にゼオライトを含む、実施例１～１７の何れかに記載の触媒
組成物。
【０１２２】
１９．ディーゼル排ガス流を処理するための方法であって、以下の工程、（ｉ）（ａ）キ
ャリア支持体基材、（ｂ）少なくとも１種の酸素貯蔵化合物を含む、少なくとも１層の層
（ＬＯ）、（ｃ）少なくとも１種の触媒的に活性なＰＧＭ成分を含む、少なくとも１層の
層（ＬＣ）、を少なくとも含む、ディーゼル酸化触媒を用意する工程、及び（ｉｉ）排ガ
ス放出物を処理するために、上記ディーゼル排ガス流を、上記ディーゼル酸化触媒と接触
させる工程、を含む方法。
【０１２３】
２０．ディーゼル排ガス流を処理するための方法であって、以下の工程、（ｉ）（ａ）キ
ャリア支持体基材、（ｂ）少なくとも１種の酸素貯蔵化合物を含む、少なくとも１層の層
（ＬＯ）、（ｃ）少なくとも１種の触媒的に活性なＰＧＭ成分を含む、少なくとも１層の
層（ＬＣ）、を少なくとも含む、触媒化煤フィルターを用意する工程、及び（ｉｉ）排ガ
ス放出物を処理するために、上記ディーゼル排ガス流を、上記触媒化煤フィルターと接触
させる工程、を含む方法。
【０１２４】
２１．触媒組成物が、少なくとも１種の酸素貯蔵化合物を含む、少なくとも２層の層（Ｌ
Ｏ－１）及び（ＬＯ－２）を含む、実施例１９又は２０に記載の方法。
【０１２５】
　他の特定の設計を、単独で、又は層構造（層状）のディーゼル酸化触媒組成物と組み合
わせて、本発明に従って以下のように使用することもできる：
　触媒材料は、パラジウム成分を、５～７５ｇ／ｆｔ3（０．１８～２．６５ｋｇ／ｍ3）
の量で含む；
　触媒材料は、更に、白金成分を、１０ｇ／ｆｔ3～１５０ｇ／ｆｔ3（０．３５～５．３
０ｋｇ／ｍ3）の範囲出含み、白金成分の２０質量％以下の量が、少なくとも１種の分子
篩中に組み込まれ、及び白金成分の少なくとも８０質量％の量が、パラジウム含有層の高
表面積、耐火金属酸化物支持体上に存在する；
　パラジウム含有層は、Ｐｔ及びＰｄを、０．１／１～１０／１のＰｔ／Ｐｄ割合、又は
より特定的には、１．５／１～２．５／１のＰｔ／Ｐｄ質量割合で含む；
　酸素貯蔵成分は、ＺｒＯ2、ＣｅＯ2、又は両方を含む；
　酸素貯蔵成分は、Ｙ、Ｌａ、Ｎｄ、Ｓｍ、Ｐｒ及びこれらの混合物の少なくとも１種を
含むＯＳＣ変性剤を含む；
　１５～２２５ｇ／ｆｔ3（０．５３～７．９５ｋｇ／ｍ3）の範囲の量で搭載された、合
計貴金属成分；
　パラジウム含有層が、キャリア支持体上に配置され、及び炭化水素トラップ層が、パラ
ジウム含有層上に配置される；
　炭化水素トラップ層が、キャリア支持体上に配置され、及びパラジウム含有層が、炭化
水素トラップ層の上に配置される；
　高表面積耐火金属酸化物を含む下側被覆層；
　パラジウム成分を含む下側被覆層(undercoat layer)；
下側被覆層と炭化水素トラップ層の両方は、独立して酸素貯蔵成分を含む；
　キャリア支持体が、触媒化された煤フィルターを与える流通基材、又は壁流基材である
；
　パラジウム含有層が、下側被覆層の上に配置され、及び炭化水素トラップ層がパラジウ
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ム含有層の上に配置され、ここで、炭化水素トラップ層は、ベータゼオライト、ガンマア
ルミナ、及び白金を含む；パラジウム含有層は、更に、白金及びガンマアルミナを含み、
及びＰｔ／Ｐｄ割合が、４／１～１／２の範囲である；及び下側被覆層が、ガンマアルミ
ナ、及び任意にパラジウムを含む。
【０１２６】
　触媒材料は、ＮＯx（窒素酸化物）貯蔵のために適切な量で、実質的に卑金属がフリー
である；このような卑金属は、Ｂａ、Ｍｇ、Ｋ及びＬａ、及びこれらに類似するものを含
むが、これらに限られるものではない；
　触媒材料は、ロジウムがフリーである。
【０１２７】
　本発明を以下の実施例を使用して更に説明する。
【実施例】
【０１２８】
　１．触媒の製造
　１．１ １２０ｇ／ｆｔ3（４２３７．８ｇ／ｍ３）１／１（ＯＳＣを有するＰｔ／Ｐｄ
テクノロジー）：（サンプルＡ）
　第１（底部）層のために、硝酸パラジウム溶液を０．７５ｇ／ｉｎ3（０．０４５８ｇ
／ｃｍ３）の高多孔性γ－アルミナに加え、３０ｇ／ｆｔ3（１０５９ｇ／ｍ３）Ｐｄを
得た。得られたフリット(frit)を水と酸（例えば酢酸）中に分散させた。このスラリーに
、０．７５ｇ／ｉｎ3（０．０４５８ｇ／ｃｍ３）のＯＳＣ材料（ＺｒＯ2：４５ｗｔ％、
ＣｅＯ2：４５ｗｔ％、Ｌａ2Ｏ3：８ｗｔ％、Ｐｒ6Ｏ11：２ｗｔ％）を分散させ、そして
７マイクロメーターの粒子サイズｄ90にミルした。最終的なスラリーをモノリス上に被覆
し、１１０℃で乾燥させ、そして空気中で４５０℃でか焼した。
【０１２９】
　第２（中間）層のため、１．５ｇ／ｉｎ3（０．０９１５ｇ／ｃｍ３）の高多孔性γ－
アルミナを硝酸パラジウムの水溶液で含浸させ、３０ｇ／ｆｔ3（１０５９ｇ／ｍ３）と
いう最終的な乾燥Ｐｄを得た。得られた粉を水中に分散させた。白金がアンミン安定化Ｐ
ｔ錯体としてのものであるＰｔ溶液を加え、Ｐｔ５２ｇ／ｆｔ3（１８３６ｇ／ｍ３）の
乾燥内容物を得た。スラリーのｐＨを４．５に調節した後、スラリーを１６μｍの粒子サ
イズｄ90にミル（粉砕）した。このスラリーを、次に第１層上に被覆し、１１０℃で乾燥
させ、そして空気中で４５０℃でか焼した。
【０１３０】
　第３（頂部）層のために、０．２５ｇ／ｉｎ3（０．０１５３ｇ／ｃｍ３）の高多孔性
γ－アルミナ、０．５ｇ／ｉｎ3（０．０３０５ｇ／ｃｍ３）のＯＳＣ材料（ＺｒＯ2：４
５ｗｔ％、ＣｅＯ2：４５ｗｔ％、Ｌａ2Ｏ3：８ｗｔ％、Ｐｒ6Ｏ11：２ｗｔ％）、０．５
ｇ／ｉｎ3（０．０３０５ｇ／ｃｍ３）のＨ－ベータゼオライト及び８ｇ／ｆｔ3（２８２
．５ｇ／ｍ３）の白金を与えるアンミン安定化Ｐｔ錯体としてのものである白金を、水と
酸（例えば酢酸）中に分散させた。このスラリーを、１５μｍの粒子サイズｄ90にミルし
、そして次にモノリス上に被覆し、１１０℃で乾燥させ、及び空気中で４５０℃でか焼さ
せた。
【０１３１】
　１．２１２０ｇ／ｆｔ3（４２３７．８ｇ／ｍ３）２／１（ＯＳＣを有するＰｔ／Ｐｄ
テクノロジー）：サンプルＢ）
　第１（底部）層のために、０．２５ｇ／ｉｎ3（０．０１５３ｇ／ｃｍ３）の高多孔性
γ－アルミナ及び０．７５ｇ／ｉｎ3（０．０４５８ｇ／ｃｍ３）のＯＳＣ材料（ＺｒＯ2

：４５ｗｔ％、ＣｅＯ2：４５ｗｔ％、Ｌａ2Ｏ3：８ｗｔ％、Ｐｒ6Ｏ11：２ｗｔ％）を水
及び酸（例えば酢酸）中に分散させ、そして８マイクロメーターの粒子サイズｄ90にミル
した。最終的なスラリーをモノリス上に被覆し、１１０℃で乾燥させ、そして空気中で４
５０℃でか焼した。
【０１３２】
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　第２（中間）層のため、１．５ｇ／ｉｎ3（０．０９１５ｇ／ｃｍ３）の高多孔性γ－
アルミナを硝酸パラジウムの水溶液で含浸させ、４０ｇ／ｆｔ3（１４１３ｇ／ｍ３）と
いう最終的な乾燥Ｐｄを得た。得られた粉を水中に分散させた。白金がアンミン安定化Ｐ
ｔ錯体としてのものであるＰｔ溶液を加え、Ｐｔ７２ｇ／ｆｔ3（２５４２ｇ／ｍ３）の
乾燥内容物を得た。スラリーのｐＨを４．５に調節した後、スラリーを１６μｍの粒子サ
イズｄ90にミルした。このスラリーを、次に第１層上に被覆し、１１０℃で乾燥させ、そ
して空気中で４５０℃でか焼した。
【０１３３】
　第３（頂部）層のために、０．２５ｇ／ｉｎ3の高多孔性γ－アルミナ、０．５ｇ／ｉ
ｎ3（０．０３０５ｇ／ｃｍ３）のＯＳＣ材料（ＺｒＯ2：４５ｗｔ％、ＣｅＯ2：４５ｗ
ｔ％、Ｌａ2Ｏ3：８ｗｔ％、Ｐｒ6Ｏ11：２ｗｔ％）、０．５ｇ／ｉｎ3（０．０３０５ｇ
／ｃｍ３）のＨ－ベータゼオライト及び８ｇ／ｆｔ3（２８３ｇ／ｍ３）の白金を与える
アンミン安定化Ｐｔ錯体としてのものである白金を、水と酸（例えば酢酸）中に分散させ
た。このスラリーを、１５μｍの粒子サイズｄ90にミルし、そして次にモノリス上に被覆
し、１１０℃で乾燥させ、及び空気中で４５０℃でか焼させた。
【０１３４】
　１．３１２０ｇ／ｆｔ3（４２３７．８ｇ／ｍ３）２／１（ＯＳＣを有しないＰｔ／Ｐ
ｄテクノロジー、比較例）：サンプルＣ）
　第１（底部）層のために、１ｇ／ｉｎ3（０．０６１０ｇ／ｃｍ３）の高多孔性γ－ア
ルミナを水及び酸（例えば酢酸）中に分散させ、そして１５マイクロメーターの粒子サイ
ズｄ90にミルした。最終的なスラリーをモノリス上に被覆し、１１０℃で乾燥させ、そし
て空気中で４５０℃でか焼した。
【０１３５】
　第２（中間）層のため、１．５ｇ／ｉｎ3（０．０９１５ｇ／ｃｍ３）の高多孔性γ－
アルミナを硝酸パラジウムの水溶液で含浸させ、４０ｇ／ｆｔ3（１４１３ｇ／ｍ３）と
いう最終的な乾燥Ｐｄを得た。得られた粉を水中に分散させた。白金がアンミン安定化Ｐ
ｔ錯体としてのものであるＰｔ溶液を加え、Ｐｔ７２ｇ／ｆｔ3（２５４３ｇ／ｍ３）の
乾燥内容物を得た。スラリーのｐＨを４．５に調節した後、スラリーを１６μｍの粒子サ
イズｄ90にミルした。このスラリーを、次に第１層上に被覆し、１１０℃で乾燥させ、そ
して空気中で４５０℃でか焼した。
【０１３６】
　第３（頂部）層のために、０．２５ｇ／ｉｎ3（０．０１５３ｇ／ｃｍ３）の高多孔性
γ－アルミナ、０．５ｇ／ｉｎ３（０．０３０５ｇ／ｃｍ３）のＨ－ベータゼオライト及
び８ｇ／ｆｔ3（２８３ｇ／ｍ３）の白金を与えるアンミン安定化Ｐｔ錯体としてのもの
である白金を、水と酸（例えば酢酸）中に分散させた。このスラリーを、１５μｍの粒子
サイズｄ90にミルし、そして次にモノリス上に被覆し、１１０℃で乾燥させ、及び空気中
で４５０℃でか焼させた。
【０１３７】
　２．従来技術触媒テクノロジーと本テクノロジーの状態の比較（ＨＣ／ＣＯ活性性能の
試験）
　試験サンプル：
　２．１サンプルＡ：
　以下の：
　－第１層：３０ｇ／ｆｔ3（１０５９ｇ／ｍ３）のＰｄ、０．７５ｇ／ｉｎ3（０．０４
５８ｇ／ｃｍ３）のＯＳＣ、０．７５ｇ／ｉｎ3（０．０４５８ｇ／ｃｍ３）の高多孔性
γ－アルミナ
　－第２層：５２ｇ／ｆｔ3（１８３６ｇ／ｍ３）のＰｔ、３０ｇ／ｆｔ3（１０５９ｇ／
ｍ３）のＰｄ、１．５ｇ／ｉｎ3（０．０９１５ｇ／ｃｍ３）の高多孔性γ－アルミナ
－第３層：８ｇ／ｆｔ3（２８３ｇ／ｍ３）のＰｔ、０．２５ｇ／ｉｎ3（０．０１５３ｇ
／ｃｍ３）の高多孔性γ－アルミナ、０．５ｇ／ｉｎ3（０．０３０５ｇ／ｃｍ３）のＨ
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－ベータゼオライト、０．５ｇ／ｉｎ3（０．０３０５ｇ／ｃｍ３）のＯＳＣ
を含む３層触媒を試験した。
【０１３８】
　２．２サンプルＢ：
　以下の：
　－第１層：０．７５ｇ／ｉｎ3（０．０４５８ｇ／ｃｍ３）のＯＳＣ、０．２５ｇ／ｉ
ｎ3（０．０１５３ｇ／ｃｍ３）の高多孔性γ－アルミナ
　－第２層：７２ｇ／ｆｔ3（２５４３ｇ／ｍ３）のＰｔ、４０ｇ／ｆｔ3（１４１３ｇ／
ｍ３）のＰｄ、１．５ｇ／ｉｎ3（０．０９１５ｇ／ｃｍ３）の高多孔性γ－アルミナ
　－第３層：８ｇ／ｆｔ3（２８３ｇ／ｍ３）のＰｔ、０．２５ｇ／ｉｎ3（０．０１５３
ｇ／ｃｍ３）の高多孔性γ－アルミナ、０．５ｇ／ｉｎ3（０．０３０５ｇ／ｃｍ３）の
Ｈ－ベータゼオライト、０．５ｇ／ｉｎ3（０．０３０５ｇ／ｃｍ３）のＯＳＣ
を含む３層触媒を試験した。
【０１３９】
　２．３サンプルＣ：（比較例）
　以下の：
　－第１層：１ｇ／ｉｎ3（０．０６１０ｇ／ｃｍ３）の高多孔性γ－アルミナ
　－第２層：７２ｇ／ｆｔ3（２５４３ｇ／ｍ３）のＰｔ、４０ｇ／ｆｔ3（１４１３ｇ／
ｍ３）のＰｄ、１．５ｇ／ｉｎ3（０．０９１５ｇ／ｃｍ３）の高多孔性γ－アルミナ
　－第３層：８ｇ／ｆｔ3（２８３ｇ／ｍ３）のＰｔ、０．２５ｇ／ｉｎ3（０．０１５３
ｇ／ｃｍ３）の高多孔性γ－アルミナ、０．５ｇ／ｉｎ3（０．０３０５ｇ／ｃｍ３）の
Ｈ－ベータゼオライト、
　を含む３層触媒を試験した。
【０１４０】
３．試験手順（点火性能試験）
　サンプルＡ）、Ｂ）及びＣ）を、ＣＯとＨＣ点火性能のために試験した。試験の前に、
サンプルを、（２．７Ｌエンジン置換の）４シリンダーライトデューティーディーゼルエ
ンジンの排ガス流れ内で２５時間熟成させた。排ガス流の温度を、上流側のバーナー－Ｄ
ＯＣを使用して上昇させ、触媒を７５０℃の定常状態で熟成させた。
【０１４１】
　点火試験のために、このサンプルを、（３Ｌ置換の）６シリンダーライトデューティー
ディーゼルエンジンの排ガスライン内の下流側に配置した。排ガス流中のＣＯ及びＨＣ濃
度は、１５００ｐｐｍ及び３５０ｐｐｍ（Ｃ3ベース）で一定であった。標準条件下での
ガス流は、約５０ｍ3／ｈ
であった。温度傾斜は２℃／分であった。
【０１４２】
　低点火温度は、より良好なガス活性を特性化する。
【０１４３】
３．１　サンプルＡ）、Ｂ）及びＣ）についてのＣＯ点火曲線を図１に示す。ＣＯ変換（
％、ｙ軸）を温度（℃、ｘ軸）に依存した状態で示す。
【０１４４】
　サンプルＡ）及びＢ）は、サンプルＣ）と比較して、低温でのＣＯ点火を示している。
Ｐｄのコストは、Ｐｔよりも約４倍安価である（コストが約１／４である）。従って、１
／１のＰｔ／Ｐｄ割合のサンプルＡ）は、サンプルＢ）及びＣ）（Ｐｔ／Ｐｄ＝２／１）
よりも貴金属のコストが安い（１５～２０％）。
【０１４５】
３．２　サンプルＡ）、Ｂ）及びＣ）についてのＨＣ点火曲線を図２に示す。炭化水素変
換（％、ｙ軸）を触媒入口温度（℃、ｘ軸）に依存した状態で示す。
【０１４６】
　サンプルＡ）及びＢ）は、サンプルＣ）と比較して、低い温度でのＨＣ点火を示す。Ｐ
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ｄのコストは、Ｐｔよりも約４倍安価である（コストが約１／４である）。従って、１／
１のＰｔ／Ｐｄ割合のサンプルＡ）は、サンプルＢ）及びＣ）（Ｐｔ／Ｐｄ＝２／１）よ
りも貴金属のコストが安い。
【０１４７】
３．３　サンプルＡ）、Ｂ）及びＣ）についてのＨＣ／ＣＯ点火温度を表１に示す。
【０１４８】
　貴金属コストを低減したサンプルＡ）は、参照サンプルＣ）と比較して、４～５℃低い
Ｔ（５０％）及びＨＣＴ（７０％）を示している。サンプルＢ）は、参照サンプルＣ）と
比較して、７～８℃低いＣＯＴ（５０％）及びＨＣＴ７０％を示している。
【０１４９】
【表１】

【図１】

【図２】



(23) JP 5647623 B2 2015.1.7

10

20

30

40

フロントページの続き

(72)発明者  プンケ，アルフレート，ハー．
            ドイツ、３８１７９、シュヴュルパー、イム、ドルフェ、３６、ツェー
(72)発明者  ミュラー－シュタッハ，ヴェー．トルステン
            ドイツ、３０１６３、ハノーファー、ヤコビ、シュトラーセ、２４
(72)発明者  ズィアニ，アティリオ
            ドイツ、３０１６３、ハノーファー、ツィーテン、シュトラーセ、９
(72)発明者  ロト，スタンレー，エイ．
            アメリカ合衆国、ペンシルベニア州、１９０６７、ヤードレイ、クレストビュー　ウェイ、１６７
(72)発明者  ホーク，ジェフリー，ビー．
            アメリカ合衆国、ニュージャージー州、０８９０２、ノース　ブランズウィック、ルーク　ストリ
            ート、１３７４
(72)発明者  スン，シャン
            アメリカ合衆国、ニューヨーク州、１０１２８、ニューヨーク、イースト　ナインティース　スト
            リート、３００、アパートメント　５、ディー
(72)発明者  リー，ユエチン
            アメリカ合衆国、ニュージャージー州、０８８２０、エジソン、イースト　ドライブ、８
(72)発明者  ウェイ，シンイー
            アメリカ合衆国、ニュージャージー州、０８５４０、プリンストン、セイァ　ドライブ、５８
(72)発明者  デーバ，ミッシェル
            アメリカ合衆国、ニュージャージー州、０８８１６、イースト　ブランズウィック、フェアビュー
            　アベニュー、３０

    審査官  後藤　政博

(56)参考文献  特開２００７－１６２５７５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２０１０－５１６４４５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－２３９３９０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２００１－５２６５８６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１０－２０２１１１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１０－２２５６３５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２００５－５０５４０３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－２３３７７４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１１－２７６９０７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２００４－５０４１３０（ＪＰ，Ａ）　　　
              米国特許出願公開第２００８／０２１９９０６（ＵＳ，Ａ１）　　
              米国特許出願公開第２００８／００４５４０５（ＵＳ，Ａ１）　　
              米国特許第５７７２９７２（ＵＳ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｂ０１Ｊ　　２１／００　　－　　３８／７４
              Ｂ０１Ｄ　　５３／８６
              Ｂ０１Ｄ　　５３／８８
              Ｂ０１Ｄ　　５３／９４
              　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

